
 

 

 

① 

まずは見守る 

安全確認しながら、 

さりげなく様子を見る 

 

② 

ゆっくり近づき、相手の 

視界に入ってから話しかける  
 
 
(例) 
「こんにちは 私は○○といいます」 
「どこへ行かれるところですか」 

など 

③ 

相手と目線を合わせて、 

穏やかにゆっくりと 

話しましょう 
 
(例) 
「私は△△町から来たのですが、 
あなたは？」 

「何かお困りですか？」など 

④ 

一人で対応するよりも、 

周りに人がいたら 

協力を求めましょう 
 
 
★見守りシールを発見！ 

 
⑤ 

安心してもらえるように、 

協力者であることを伝え、 

お手持ちのスマートフォンで  

見守りシールの二次元コードを 

読み取ります 
 

 
 
 

「お手伝いできることがあるかも 

しれないので、このシールを読み 

取らせてくださいね」 

 

「少し座って休憩しましょう」 
 

など 

⑥ 

見守りシールを読み取ると 

「どこシル伝言板」が開き

ます 
 
★「保護時に注意すべきこと」を参
考に対応しましょう。 

 
★発見情報を入力して送信してくだ
さい。 

⑦ 

ご家族等に 

発見通知が届きます 
 
 
(ご本人への対応例) 
「少し座って休憩しませんか？」 
「少し休んでいかれませんか？」 

 

⑧ 

二次元コードの読み取りが 

難しい場合などは警察に 

連絡してください 
 
(例) 
「これから助けてくれる所へ連絡 
してみます」など 

  

 
 
「お声かけ」 

ありがとうございました 

 

 

 

 

 
どうしたのかな？ 
何か困ってそう… 

 

シナリオペーパー（大垣市） 

 
道に迷っている様子の 
人をみかけました。 
どのように対応すると 
よいか、一緒に 
考えてみましょう！ 

「とりあえず、話し相手に 
なってもらって、この方を引き留め
ていただけますか？」 

 
「この方の腕に付いているシールの 
二次元コードを 
携帯電話のカメラで読み取ると、 
この方の家族と連絡を取ることが 
できると思います。読み取っていた
だけますか？」 


